
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 特集 貧血 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 

TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境
を提供します。 

・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに
適切にお応えします。 

・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/
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体
の
中
を
流
れ
て
い
る
血
液
の
量
は
、
男
性
で
体

重
の
約
８
％
（
60
㎏
の
人
で
は
約
５
ℓ
）
、
女
性
で
は

約
７
％
で
す
。
血
液
は
血
球
成
分
と
液
体
成
分
か
ら

な
り
ま
す
。
血
球
に
は
、
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小

板
が
あ
り
ま
す
。
赤
血
球
は
直
径
が
７
〜
８
μ
（
１

μ
は
１
０
０
０
分
の
１
㎜
）
、
厚
さ
１
〜
２
μ
の
円

盤
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
中
に
Hb
を
含
ん
で
い

ま
す
。
Hb
は
ヘ
ム
と
グ
ロ
ビ
ン
か
ら
な
り
、
ヘ
ム
の

部
分
に
鉄
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
酸
素
や
二
酸

化
炭
素
が
結
合
し
、
肺
か
ら
体
の
組
織
に
酸
素
を
運

び
、
組
織
で
産
生
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
を
肺
に
運
ぶ

は
た
ら
き
を
し
て
い
ま
す
。 

白
血
球
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
好
中
球
は
体
内
に
入
っ
て
き
た
細
菌
な
ど

を
食
い
殺
す
は
た
ら
き
、
リ
ン
パ
球
は
抗
体
の
産
生

な
ど
免
疫
を
司
っ
て
い
ま
す
。 

血
小
板
は
出
血
し
た
と
き
、
血
を
止
め
る
は
た
ら

き
を
し
て
い
ま
す
。
赤
血
球
も
白
血
球
も
血
小
板
も

骨
髄
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
も
と
は
共
通
の
細
胞
（
造

血
幹
細
胞
）
か
ら
分
化
し
て
き
た
も
の
で
す
。
赤
血

球
の
場
合
、
幹
細
胞
→
赤
芽
球
と
分
化
し
ま
す
が
、

最
終
的
に
細
胞
の
核
が
な
く
な
り
、
末
梢
血
に
出
て

き
ま
す
（
図
１
）
。
１
２
０
日
間
血
中
に
留
ま
り
、
そ

の
後
脾
臓
で
破
壊
さ
れ
ま
す
。 

           

血
液
の
成
分 

 

 

 
特集 

 １ 

 風呂あがりや、長時間立っていてめまいを来した時「貧血になった」と言う人がいますが、これ

は貧血ではありません。貧血とは、血液に含まれる血色素（ヘモグロビン、以下 Hb）の量が減っ

た状態をさします。貧血にはいろいろな原因がありますが、代表的なものについて説明します。  

 

（図１） 



 

 

血
液
中
の
Hb
濃
度
は
男
性
で
14
〜
18
ｇ
／
dL
、

女
性
で
12
～
16
ｇ
／
dL
で
す
。
こ
れ
よ
り
少
な
い

と
貧
血
と
言
え
ま
す
。
高
齢
者
で
は
造
血
能
が
低
下

し
て
お
り
、
Hb

11
ｇ
／
dL
以
下
で
あ
れ
ば
貧
血
を

診
断
さ
れ
ま
す
。 

 

貧
血
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く

分
け
る
と
（
１
）
材
料
の
不
足
（
２
）
喪
失
・
破
壊

の
亢
進
（
３
）
造
血
の
低
下
に
わ
け
ら
れ
ま
す
（
表

１
）
。
材
料
の
不
足
に
よ
る
貧
血
と
し
て
鉄
欠
乏
性
貧

血
、
ビ
タ
ミ
ン

B12
欠
乏
に
よ
る
巨
赤
芽
球
性
貧
血
、

慢
性
炎
症
に
伴
う
貧
血
な
ど
が
あ
り
、
喪
失
・
破
壊

に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
急
性
出
血
、
溶
血
性
貧
血

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
造
血
の
低
下
に
よ
る
貧
血
と
し

て
腎
性
貧
血
、
再
生
不
良
性
貧
血
や
白
血
病
な
ど
造

血
器
腫
瘍
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
貧
血
は
赤
血

球
の
大
き
さ
（
Ｍ
Ｃ
Ｖ
）
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
（
Ｍ

Ｃ
Ｈ
Ｃ
）
で
分
類
さ
れ
ま
す
。
大
き
さ
か
ら
は
小
球

性
、
正
球
性
、
大
球
性
、
赤
血
球
内
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
濃
度
か
ら
は
低
色
素
性
、
正
色
素
性
、
高
色
素
性

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
こ
の
分
類
は
と
て
も
重
要
で
、

こ
れ
ら
の
値
か
ら
貧
血
の
原
因
を
絞
り
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
病
院
の
検
査
報
告
用
紙
に
も
、
Hb
、
Ｍ

Ｃ
Ｖ
、
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
の
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
見
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

代
表
的
な
も
の
は
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
す
。
日
本
人

の
貧
血
の
半
数
以
上
を
占
め
ま
す
。
鉄
が
不
足
す
る

と
Hb
の
合
成
が
低
下
し
ま
す
の
で
、
低
色
素
性
と
な

り
ま
す
。
閉
経
前
の
女
性
で
は
月
経
に
よ
り
鉄
が
失

わ
れ
ま
す
の
で
、
潜
在
的
に
鉄
欠
乏
状
態
の
人
が
多

く
、
少
し
出
血
量
が
多
く
な
っ
た
り
、
食
事
に
よ
る

鉄
摂
取
が
少
な
く
な
る
と
容
易
に
貧
血
に
な
り
ま
す
。

令
和
元
年
の
国
民
栄
養
調
査
で
は
、
20
〜
49
歳
の
女

性
の
10
〜
20
％
に
貧
血
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
は
鉄
欠
乏
性
貧
血
と
思
わ
れ
ま
す
（
表
２
）
。
一
方
、

高
齢
者
で
は
男
女
と
も
頻
度
が
増
加
し
ま
す
が
、
こ

の
場
合
、
消
化
管
や
婦
人
科
領
域
の
腫
瘍
に
よ
る
こ

と
が
多
く
、
必
ず
こ
れ
ら
の
検
査
を
必
要
と
し
ま
す
。 

鉄
欠
乏
性
貧
血
と
紛
ら
わ
し
い
も
の
に
、
慢
性
炎

症
に
と
も
な
う
貧
血
が
あ
り
ま
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ

な
ど
で
炎
症
が
長
期
間
持
続
し
た
場
合
や
、
慢
性
の

感
染
症
な
ど
の
時
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
場
合
、

鉄
欠
乏
性
貧
血
と
同
様
血
清
鉄
は
低
い
の
で
す
が
、

異
な
る
の
は
貯
蔵
鉄
（
フ
ェ
リ
チ
ン
）
は
十
分
存
在

す
る
こ
と
で
す
。
炎
症
の
持
続
に
よ
り
、
貯
蔵
鉄
が

造
血
に
有
効
に
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
場
合
血
清
鉄
が
低
い
た
め
鉄
剤
を
投
与
し
て
も
、

貧
血
は
改
善
し
ま
せ
ん
。 

小
球
性
貧
血
の
一
つ
と
し
て
、
た
ま
に
サ
ラ
セ
ミ

ア
と
い
う
遺
伝
性
の
病
気
を
み
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
血
清
鉄
も
フ
ェ
リ
チ
ン
も
高
く
な
り
ま

す
。 

 

 

 

赤
血
球
の
大
き
さ
が
、
正
常
人
と
変
わ
ら
な
い
貧

血
で
す
。
最
も
多
い
の
が
腎
性
貧
血
で
す
。
腎
臓
は

エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
と
い
う
赤
血
球
造
血
を
促
進
す

る
物
質
を
分
泌
し
て
い
ま
す
。
慢
性
腎
不
全
に
な
る

と
、
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
の
産
生
が
低
下
す
る
た
め
、

赤
血
球
の
産
生
だ
け
が
低
下
し
、
白
血
球
や
血
小
板

に
は
影
響
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

は
薬
と
し
て
市
販
さ
れ
て
お
り
、
透
析
療
法
導
入
前

後
の
腎
不
全
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
注
射
薬
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

自
己
免
疫
性
溶
血
性
貧
血
も
正
球
性
貧
血
の
一
つ

で
す
。
溶
血
性
貧
血
と
は
赤
血
球
が
壊
さ
れ
て
貧
血

に
な
る
状
態
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
溶
血

貧
血 

（
１
）
小
球
性
貧
血 

（
２
）
正
球
性
貧
血 

特集：貧血

 

 ２ 



し
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
自
己
免
疫
性
溶
血
性
貧
血
は
、

自
身
の
赤
血
球
に
対
し
て
抗
体
が
結
合
し
、
溶
血
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
膠
原
病
に
合
併
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
溶
血
を
起
こ
す
と
、
赤
血
球
造
血
が
亢

進
し
、
そ
の
結
果
幼
若
な
赤
血
球
が
血
液
中
に
で
て

き
ま
す
。
幼
若
な
赤
血
球
は
サ
イ
ズ
が
大
き
い
た
め
、

大
球
性
貧
血
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

正
球
性
貧
血
は
、
再
生
不
良
性
貧
血
や
白
血
病
な

ど
で
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
で
は
、
白
血

球
数
や
血
小
板
数
が
減
少
し
た
り
、
異
常
な
形
態
を

も
っ
た
細
胞
が
出
現
し
ま
す
の
で
、
赤
血
球
以
外
の

血
球
に
異
常
が
な
い
か
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

 

 

代
表
的
な
も
の
は
ビ
タ
ミ
ン

B12
欠
乏
や
葉
酸
欠

乏
に
よ
る
巨
赤
芽
球
性
貧
血
で
す
。
こ
れ
ら
が
欠
乏

す
る
と
赤
芽
球
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
合
成
さ
れ
ず
な
い
た
め
、

細
胞
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
食
物
中
の
ビ
タ
ミ
ン

B12

が
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
る
た
め
に
は
、
胃
か
ら
分
泌
さ

れ
る
内
因
子
と
い
う
物
質
が
必
要
で
、
そ
の
分
泌
が

低
下
す
る
悪
性
貧
血
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
胃
癌
な
ど
で
胃
を
全
部
摘
出
す
る
と
、
５
～
６

年
経
っ
て
か
ら
貧
血
を
来
し
ま
す
。 

葉
酸
欠
乏
は
経
口
摂
取
が
少
な
い
場
合
や
、
炎
症

や
癌
な
ど
で
葉
酸
の
需
要
が
増
大
し
た
と
き
に
み
ら

れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

B12
や
葉
酸
の
欠
乏
は
血
液
検
査

で
わ
か
り
ま
す
。 

骨
髄
異
形
成
症
候
群
も
大
球
性
貧
血
を
き
た
す
病

気
で
す
。
こ
の
病
気
は
高
齢
者
に
多
く
前
白
血
病
状

態
と
も
い
え
る
状
態
で
、
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小

板
系
に
形
態
異
常
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

血
液
疾
患
以
外
に
も
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
や
肝
硬

変
症
で
も
大
球
性
貧
血
を
来
し
ま
す
。 

  

貧
血
は
徐
々
に
進
行
す
る
場
合
、
症
状
が
な
い
こ

と
も
多
く
、
見
逃
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
血
液
検
査
の
報
告
用
紙
を
受
け
取
っ
た
ら
、

貧
血
が
な
い
か
自
身
で
も
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

        
 

（
３
）
大
球
性
貧
血 

 ３ 

（表 1） 貧血の分類 

造
血
障
害 

 
腎
性
貧
血
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
骨
髄
異
形
成
症
候
群
、
赤
芽
球
癆
な
ど 

材
料
の
不
足 

 

鉄
欠
乏
性
貧
血
、
慢
性
炎
症
に
伴
う
貧
血
、V

itB
1

2

・
葉
酸
欠
乏
性
貧
血
な
ど 

赤
血
球
の
喪
失
・
破
壊 

 

溶
血
性
貧
血
、
出
血
な
ど 

 

（表 2） 貧血の頻度(%)（令和元年、貧血のための薬使用者除外） 

年齢 
男性（Hb＜13g/dL） 

(995 名) 

女性（Hb＜12g/dL） 

(1366 名) 

20〜29 歳 0 9.1 

30〜39 歳 0 18.6 

40〜49 歳 0.9 13.2 

50〜59 歳 3.2 6.9 

60〜69 歳 9.7 6.5 

70 歳以上 19.2 20.0 

平均 10.4 13.3 
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～ 歯科衛生士に聞こう ～  

オーラルフレイルとは☝ 

オーラル＝「お口の」、フレイル＝「虚弱・老衰・脆弱など」を意味し、些細なお口の機能の衰えが

積み重なった状態で、健康な状態と要介護状態の間の段階のことを指しています。 

些細なお口の機能の衰え、例えば、発音がはっきりしない・食べこぼしが増えた・お茶や汁物で

むせる・噛めない食べ物が増えた・口の渇きが気になるなどのちょっとした症状を、年のせいだ

と放っておくと、食べること、話すことが減るだけでなく、栄養状態の悪化で筋力が痩せ、体力が低

下し、外に出かけることが少なくなりがちになります。また、飲み込む機能が低下すると、誤嚥性肺

炎を引き起こす原因にもなります。健康長寿をかなえるためにも、歯や口の機能を維持することは

とても重要です。 

 

● お口の中をきれいに 
お口の清掃をして、歯や口の病気を予防

しましょう。また、年を重ねると誤嚥（唾

液や食べ物が気管に入る）しやすくな

り、肺炎の原因になります。 

● きちんと食べるための口を保つ 
歯を失わないように、定期的に歯科受診

して予防しましょう。 

また、失った部分は、歯科治療（かぶせ、

ブリッジ、義歯など）で補いましょう。 

● 口まわりの筋肉の衰えを予防 
「歌う」「会話をする」「声を出して本や

新聞を読む」など日常生活の中で口を動

かしましょう。 

● 口の中の保湿 
口の中の乾きは、細菌の繁殖や飲み込み

にくさの原因になります。口の清掃や保

湿剤の利用などで潤いを保ちましょう。 

徳島県口腔保険支援センター（徳島県健康づくり課内） 

 
４ 

歯科衛生士 工藤 理恵
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は
り
ま
内
科
胃
腸
科 

院
長 

播
磨 

一
雄 

先
生 

 

 

 
５ 

 

地
元
出
身
が
ご
縁
で
、
以
前
か
ら
敬
愛
し
て
い
た
伊
藤

穆
院
長
を
頼
っ
て
約
10
年
間
、
市
立
病
院
内
科
に
勤
務
し

ま
し
た
。 

開
業
は
平
成
７
年
４
月
で
す
。
亡
き
父
が
開
院
し
て
い

た
播
磨
医
院
の
跡
を
継
ぎ
、「
は
り
ま
内
科
胃
腸
科
」
と
し

て
目
出
で
開
業
し
ま
し
た
。
目
出
は
昔
日
、「
厚
狭
か
ら
目

出
た
い
」
鉄
道
切
符
で
話
題
と
な
っ
た
「
目
出
駅
」
が
あ
る

所
で
す
。 

 

開
業
医
の
仕
事
は
、
何
日
で
も
、
何
で
も
相
談
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
患
者
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、
支

え
て
い
く
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
患
者

さ
ん
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
を

惜
し
ま
ず
日
々
研
鑽
し
て
い
き
ま
す
。 

 

当
院
は
内
科
全
般
を
標
榜
し
、
消
化
器
内
科
を
中
心
に

診
療
し
て
い
ま
す
。
検
査
で
は
患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
検

査
を
心
掛
け
、
腹
部
超
音
波
検
査
、
消
化
器
内
視
鏡
検
査

（
胃
と
大
腸
）
を
中
心
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
癌
の
早
期

診
断
、
治
療
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

医療事務の専門家がご説明します 

Ｅ係長 

 

 

当院は在宅療養後方支援病院になっています。 

小
野
田
線 

 はりま内科胃腸科 

山陽小野田 
市民病院 

小
野
田
バ
イ
パ
ス 

有帆川 

医療法人社団 はりま内科胃腸科 

所 在 地 山口県山陽小野田市目出7036-1 

電話番号 0836-83-2425 

診療時間 月 火 水 木 金 土 

午前 8:30～12:30 ● ● ● ● ● ● 

午後 14:00～18:00 ● ● ● × ● × 

［休診］木曜日午後・土曜日午後・日曜日・祝祭日 

当院は、令和 6 年 6 月 1 日以降入院された患者さんの医療費より、これまでの検査や注射、手術などそ

れぞれの診療行為ごとに計算していた「出来高払い方式」から、病名や診療内容に応じて定められた「1 日

あたりの定額医療費(包括評価)」に出来高評価部分を合計して医療費を計算する「DPC制度」に変わります。 

【医療の標準化と質の向上】を目的とした制度で、当院では一般病棟（5 階、6 階、8階）が対象となり

ます。 

※地域包括ケア病棟（7階）については従来通りです。 
※一部負担金（自己負担金）の支払方法や食事代、室料差額代は従来通りです。 
※高額医療費の取扱いはこれまでと変わりません。 

 
出来高評価 

（従来どおり） 

 包括評価 

検査・レントゲン 
検査・レントゲン 

処置 

投薬・注射 

入院基本料 

手術・リハビリ 

内視鏡検査等 

手術・リハビリ 

内視鏡検査等 

１日あたりの 

定額医療費 

× 

入院日数 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
６ 

 

  

花材名 

撮影日 １月22日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 
していただいています。 

池坊 彩の会 

 

 

作者 

松井富美子 さん 

 中国原産。日本と唐との交流が盛んにな

った頃渡来し各地に分布しました。天平時

代には、花といえば梅の事。「万葉集」には

ウメを詠んだ歌が118首も載せられてい

ます。江戸がら明治にかけ数多くの品種が

作り出され「梅歌集」（1905）には323

種もの記載があります。 

梅（ウメ） 

【雪】という童謡から。 

雪やこんこ、あられやこんこ。 

ふってもふってもまだふりやまぬ。 

犬はよろこびにわかけまわり、 

ねこはこたつでまるくなる。 

うちのねこ、歌詞のまんまです。 

（産婦人科 藤田麻美） 

 

「澄んだ心」 

 

現在、当院エントランスホールの廊下（正面玄関を入ってすぐの

ところにあります。）に本市在住の画家、宮﨑優さんの絵画を展示し

ています。 

宮﨑優さんの絵画は一昨年秋から昨年春まで３点の作品を展示し

ていましたので、ご覧になられた方も多いと思います。 

今回は、宮﨑優さんの作品２点と夫の宮﨑和彦さんの作品２点を

ご厚意によりお借りし、それぞれ作品が設定された季節に合わせて

展示する予定としています。 

待ち時間などにご覧いただき、心穏やかな時間をお過ごしいただ

ければと存じます。 

 

冬牡丹 

櫛にながるる黒髪 黒猫 深層 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

松隈雅史 
(血液･糖尿病･内分泌 ) 
☆有好香子 

(糖尿病・内分泌 ) 

☆湯尻俊昭 
(第 2・ 4 水曜日午後・血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

二  診 時山  裕 
(消化器 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

今井智子 
(糖尿病・内分泌 ) 
☆山﨑隆弘 
(午後・肝臓外来 ) 

山口大学医師 
(リウマチ・膠原病 ) 

三  診  瀬戸啓介 
(消化器 ) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

瀬戸啓介 
 (消化器 ) 

四  診 

山口大学医師 
(午前・循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村  篤 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村  篤 
(午前・循環器 ) 

五  診 小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

外 科 

一  診 大樂耕司 藤岡顕太郎 大樂耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 
11:00 – 11:30 

工藤淳一  末廣祐樹 工藤淳一 末廣祐樹 大樂耕司 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来 )     

整 形 外 科 
一  診 脇阪敦彦 前田  崇 

(新患 ) 
脇阪敦彦 脇阪敦彦 

(新患 ) 
前田  崇 

(新患 ) 

二  診 叶原亜紅 
(新患 ) 

叶原亜紅 
(新患 ) 

☆柿並康太郎 
(新患) 

前田  崇 叶原亜紅 

泌 尿 器 科 
一  診  山本義明  

（新患）  

山本義明  
（第 2・ 4 新患）  

田原正則  
（新患）  

田原正則  
（新患）  

山本義明  
（新患）  

二  診  田原正則  田原正則  
（第 1・ 3・ 5 新患）  

山本義明  山口大学医師  田原正則  

麻 酔 科 

疼痛外来  内田雅人  棟久晃司  内田雅人  内田雅人   

術前診察  棟久晃司  内田雅人  棟久晃司  棟久晃司  棟久晃司  

緩和ケア  
10:00 – 12:00  

  内田雅人    

産 婦 人 科 

（午後受付）  
新患･予約外受付  

月･木 13:00–15:30 

 水  13:30–15:30 

婦 人 科  村上明弘  
更年期女性の健康ケア外来  

田中結美子  藤田麻美  村上明弘  川﨑真奈  

産  科  
田中結美子  藤田麻美  村上明弘  川﨑真奈  田中結美子  

川﨑真奈  住浪義則   住浪義則  住浪義則  

午  後  藤田麻美   川﨑真奈  藤田麻美   

小 児 科 

 
（乳児検診・予防
接種 :予約制）  

午  前  
(受付時間 ) 9:00–11:00 

☆福田  謙  ☆星出まどか  

☆橘髙節明  
(第 1・ 3・ 5 水曜日 ) 

☆岡田裕介  
(第 2・ 4 水曜日 ) 

☆坂田恭史  ☆元永貴大  

午  後  
(受付時間 )13:30–15:30 

☆長谷川俊史  
(第 1 月曜日 )  

☆時髙留依  
(第 2･3･4･5 月曜日 ) 

 ☆兼安秀信  ☆濱野弘樹  ☆藤本洋輔  

眼 科 
午  前  ☆砂田潤希  ☆太田真実  ☆徳久佳代子  ☆徳久佳代子  ☆内  翔平  

午  後  
(受付時間 )13:00–15:00  

☆砂田潤希      

耳鼻咽喉科 午  後  
(受付時間 )14:00–15:30  

☆橋本  誠  ☆菅原一真  ☆橋本智子  ☆田原哲也  
(第 1・ 3 木曜日 )  

 

皮 膚 科 一  診  ☆杉本紘子   ☆浅野伸幸    

脳神経外科 
(紹介・再診のみ ) 

一  診  
(診療時間 )10:00–11:30 

 ☆河野亜希子    ☆岡  史朗  

脳神経内科  
完全予約制 (院内 ) 

午  後     ☆西原秀昭   

精 神  科  
完全紹介予約制  

午  前      ☆土生建介  

歯科口腔外科 
(初診・予約のみ )  
必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間 ) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  

14:00 – 15:00 
福田てる代  
浜辺優子  

☆梅田浩嗣  
(手術患者のみ ) 

福田てる代  福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後  
13:30 – 14:30 

篠崎文彦      

☆非常勤医師  

※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を  
希望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。  

山
陽
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民
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お問い合わせ：山陽小野田市民病院  総務課  
Tel 0836-83-2355 Fax 0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 
(令和６年２月１日現在)   の医師は要予約 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp

